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外国船安全指導月間（１１月１日～１１月３０日）
～外国船による海難を防止するための安全指導を集中的に行います～

北海道周辺では平成１８年から２２年の５年間に海難で５６名の方が死亡・行方不明となりま

した。

今年は１０月末時点で８名の方が死亡・行方不明となっています。

家族や仲間を失うことなのないよう、安全運航・安全操業を必ず守ってください。

お父さんを亡くした時の気持ちは、はかりしれないくらいショックで、寝込んだ状態が続き、
もとの体にもどるには、時間がかかりました。
（中略）
事故以来、ほかの船も遭難や人がいなくなったというニュースなどが多くながれ、そのたび
に思い出されたり泣いたりもしました。二度とこういう事故がおこらないようにとなんども思い
ました。

心の中のアルバム―漁船海難遺児と母の文集―（財団法人漁船海難遺児育英会編）より

過去５年間の船舶海難による
死者・行方不明者

過去５年間の船舶海難によらない事故者数
（船上でのけが人、海中転落者、病人、自殺者等）

漁業者（事故者）
２１５名

漁業者（死亡・
行方不明）７０名漁業者以外

（事故者）１４１名

漁業者以外（死亡・
行方不明）４５名

漁船４６名

プレジャー８名

作業船１名 遊漁船１名

漁業者の事故は
網揚げ中にロー
ラーに巻き込まれ
るものが多い

死亡を伴う海難に
は転覆が多い。
（天候が悪化し、
大波を受けたもの
と見られる）

１０月の海難隻数及び海難による
死者・行方不明者数（速報値）

１２隻、１名
平成２３年累計（速報値）

１１０隻、８名

《 ホタテ養殖施設への乗揚げ回避事例 》

１０月１日午後１０時ころ、外国貨物船（総トン数１,１０６トン）が、
小樽高島岬沖に設置されたホタテ養殖施設へ向かっているのを確
認したため、ＡＩＳメッセージを送信、その後ＶＨＦにより注意喚起をし
たところ、回避する事案が発生しました。このまま続航していれば漁
具に乗揚げ、船舶・漁具に多大な被害が発生したと考えられます。

各地の沿岸には、養殖施設や定置網が多数設置されています。
船舶運航関係者は漁具設置情報を確実に取扱船舶へ伝えましょう。

漁具設置海域

針路変更

貨物船の航跡

高島岬


